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(57)【要約】
【課題】  圃場面に対するリヤカバーの水平制御遅れを
吸収して圃場面の均平作業を行うレベラをロータリにワ
ンタッチで装着するレベラの装着装置を提供することを
課題としている。
【解決手段】  回転自在に軸支された耕耘用の耕耘爪４
と耕耘爪４の後方側を覆うリヤカバー６とを備えたロー
タリに取り付けられる圃場均平用のレベラ７に、把持用
のハンドル１８を取り付けるとともに、レベラ７を把持
せしめるべくハンドル１８を持ち上げることでレベラ７
とリヤカバー６とのロックが解除され、ハンドル１８を
離すことでレベラ７とリヤカバー６とがロックされるロ
ック機構ＬＳを備えたリヤカバー６とレベラ７との連結
機構ＣＳを設けた。


